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当社株式の上場時価総額について 
 

 

名古屋証券取引所セントレックスに上場の当社株式は、平成 23 年９月において、上場時価総額

が所要額（1.8 億円）未満となりましたので今後の見通し等につきましてお知らせいたします。 

 

記 

 
１．当社株式の上場時価総額について 

当社株式は、平成23年９月の月間平均上場時価総額又は月末上場時価総額が所要額未満となりま

した。 

株式会社名古屋証券取引所の株券上場廃止基準第２条の２第１項第３号において、９ヶ月（事業

の現状、今後の展開、事業計画の改善その他名古屋証券取引所が必要と認める事項を記載した書面

を３ヶ月以内に株式会社名古屋証券取引所に提出しない場合にあっては、３ヶ月）以内に、毎月の

月間平均上場時価総額及び月末上場時価総額が所要額以上にならない時は、上場廃止になる旨規定

されております。 

なお、平成21年１月末より平成23年12月末まで、所要額が３億円から1.8億円に変更して適用され

ております。 

 

（ご参考） 
名古屋証券取引所における当社株式の平成 23 年９月の月間平均上場時価総額  180,024,012 円 

名古屋証券取引所における当社株式の平成 23 年９月の月末上場時価総額    167,190,220 円 

 
２．今後の見通しについて 

東日本大震災の影響による経済活動の急激な落ち込みから、消費の改善がみられてきております

が、当社といたしましては主力事業のプリント基板の収益向上を目指し、粗利益率の改善及び新規

顧客の開拓として、プリント基板の新分野への取り組みを実施してまいります。さらに海外子会社

の業務改善による経費節減に努め、早期に黒字回復を果たすことで企業価値の回復に取り組み、今

後も名古屋証券取引所での上場を維持するよう努めてまいる所存であります。 

また、今後３ヶ月以内に名古屋証券取引所へ「事業計画改善書及び名古屋証券取引所が必要と認

める事項を記載した書面」を提出、開示する予定であります。 

株主の皆様をはじめ関係者の皆様には多大なご迷惑ならびにご心配をおかけいたしますが、何卒

ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

以 上 


